
■研究テーマ
　大学を中心とした教授・学生支援

についての調査研究をしています。

学生支援は、学生が充実した学生生

活を営むために必要な活動・サポー

トです。最近は、大学教育における

アドバイジングの活動や学寮の取り

組みを歴史や国際比較の視点で調べ

ています。

■研究のきっかけ
　自分自身の学生時代の原体験が、

この研究を始める出発点になりまし

た。大学２年時から大学院まで民間

財団から給付型の奨学金をいただく

ことになり、本当にありがたく思い、

そもそも「学生支援」とは何だろう、

研究してみたいな、と強く考えるよ

うになりました。

　博士論文の研究テーマは、戦後日

本の学生支援の歴史です。戦後の高

等教育制度はアメリカの大学をモデ

ルとし、ポイントになったのが「全人

教育」という理念です。つまり、大学

は学問を修得するだけではなく、人

間としてどう生きていくのかを学ぶ

ことも重要であると位置づけられま

した。研究に際しては、実際に欧米

やアジア太平洋地域の大学での調査

や研究発表も行っています。

■教育学習支援センターでの実践
　学生支援を研究しようと思うと、

大学教育の現場や政策動向を知って

いないとできません。どのような学

びやそれをサポートする取り組みが

あればよいのか。昨年４月から広島

大学に設置された教育学習支援セン

ターで協力教員として勤務しており、

教育・学習支援に関わる実践的な活

動も行っています。

■コロナ禍で
　昨年からのコロナ禍においてオン

ライン授業が増加し、あらためて学

生の学びや心理的サポートをどのよ

うに保障していくのかが問われてい

ます。これは、国内外の大学で学生

支援の取り組みが共通に置かれてい

る課題であり、学修者本位の調査研

究が求められていると思っています。

■難しさと新たな可能性
　何らかの物質を開発するような研

究であれば、その成果は不変的なも

のかもしれません。しかし、高等教

育の調査研究は、個別的な要素が強

い面があり、ある大学でうまくいっ

たから、他大学でもうまくいくとは

限りません。各大学の歴史・背景を

はじめ、学生・教職員の構成、学修

環境も異なるからです。ここに高等

教育の分野の研究の難しさと新たな

可能性があると感じています。

■夢
　学生支援をテーマにしたアカデ

ミックな研究者は多くはなく、この

分野の研究をもっと深めるつもりで

す。私の目指す研究は、研究者自身

が、基礎的な研究と実践活動を往還

するロールモデルになり得ることで

す。地道な基礎的研究が、大学での

実践につながるような研究者を目指

したい、と思っています。
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